
淡路島産の蝶類について

堀田 久

竣路島箙の蝋睡については、1956年に篭災したことがあるが（兵庫生物3巻、3号）その

当時は、貧料も'f済の手‘奇'1にある標本のみで、妃録したのも52種帥こすぎなかった。

その後、同好1禰粁の崎鍜によって次宛に淡踊島の媒禰が明らかにされ、現在では69種類が記

録されている。その!,"11については、近々、登口邦明氏が発表されることになっているので、こ

こでは椛對の保雄Iiビ球を中心にして、淡践巌鰈瀬の擬略を述べることにする。
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セセリチヨウ科HESPERIIDAE

ミヤマセセリErynnismontanus(Bremer,1861)

4〃上fI、各地に箇遡に弘られろ《，

タ・イミヨウセセリDaiIniobethysdaiseniRiley,1921

‘各埋のlli地に滞姻であるか、1州尽放はあまり多くない。

アオバセセリChoaspesbenjaminiijaponica(Murray,1875)
●

三贈ilには多いか、池の地･ごはまだ採雌していない。

コチヤバネセセリThoressavaria(Murray,1875)

各地に多箙する〈

ホソパセセリIsoもeinonlamprospilusq、etR・Felder,1862

各地に拶哩に見られる‘，

キマダラセセリPotanthusflavum(Murray,1875)

各地に普通であるか、鮎1体数はあまり多くない。

オオチヤバネセセリPolVtrem.spellucida(Murray,1875)や

各地に産し、山地ではセセリチヨウの中で蛾も個体数が多い。

チヤバネセセリPelopidasmathiasoberthuerimvans,1937

各地に見られるが、個体数はあまり多くない。

イチモンジセセリParnaraguttata(BremeretGrey,1853)

最も普通で個体数も多い。
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アゲハチョウ科PAPILIONIDAE

10．ジヤコウアケハByasaalcinousalcinous(K1ug,1836)

各地に普通で個依数も多い。

11．アオスジアケハGraphiumsarpedonnipponum(Fruhstorfer,1903)
各地に多産し、三熊山や先山などでは群飛することがある。

12．ミカドアゲハGraPhiumdosonalbidum(Wileman,1903)

1958年に登日邦明氏が津名郡津名町佐野で16を採集されたが、これは迷蝶と思われる。

13．キアゲハPapiliomachaonhippocratesC・etR・Felder,1864
平地では個体数は少ないが、山地ではかなり見られる。

14．アゲハチョウPapilioxuthusIjinnaeus,1767

最も普通で各地に見られる。

15．クロアゲハPoPユユioprotenordemetriusCramer,1782

各地に産し個体数も多い。なお、藤平明氏は、1967年に三原郡南淡町黒岩で無尾型の6

を採集しておられる。

16．オナガアゲハPaPiliomacilentusJanson,1877、

1955年8月、田中蕃氏が柏原山麓で目嬢されたが、採集記録はないようである。

17．ナガサキアゲハPaPiliomemnonthunbergiivonSiebold,1824

これまでに洲本市の安乎、由良、津名郡の志筑、塩田、五色三原郡の福良、阿万、灘、緑

などで採集されている。淡路での定着は確実であるが、洲本市安乎町では、本種の見られる年

と全く見られない年とがある。洲本市由良町では春型、夏型とも毎年発生し、個体数も多い。

18．モンキアゲハPaPiliohelenusnicconicolensButler,1881

淡路には普通であり、夏型は個体数が多い。

19．カラスアケハPapiliobianordehaaniiC・etR・Felder,1864

各地に産するが、個体数はあまり多くない。

20・ミヤマカラスアケハPaPiliomaackiitutanusFenton,1881

1969年5月、藤平明氏が三原郡南淡町黒岩で18を採集された。
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シロチヨウ科PIERIDAE

21．キチヨウEuremahecabemandarina(del'Orza,1869)

鰻も普通の種で個体数も多い。
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22．ツマグロキチョウEuremalaetabethesba(Janson,1878)

筆者はまだ採集していないが、津名町大町や洲本市千草などで採集されている。

23．モンキチヨウColiaseratepoliographusMotschulsky,1860
最も普通の種で各地に産する。

24．ツマキチヨウAnthoclurisscolymus(Butler,1866)

各地に産するが、個体数はそれほど多くない。

25．モンシロチヨウPierisraPaecrucivoraBoisduval,1836

各地に多産する。

26．スジグロチヨウ、pierismeleteM6n6tri&s,1857"
ノ

各地に普通で、夏の間は山地に多い。

27．エゾスジグロチョウPierisnapijapcnicaShir6zu)1952

津名町佐野での採集託擬があるが、まだ確認していない。

シジミチヨウ科LYCAENIDAE

28・ムラサキシジミNarathurajaponica(Murray,1875)
各地に普通に見られるc

29．アカシジミJaponicalutea(Hewitson,1865)

筆者は採集していないが、藤平明氏が採集しておられる。

30．ウラナミアカシジミJaponicaSaepestriata(HeWitson,1865)

各地のクヌギ林にかなり多く発生しているようである｡1972年6月、洲本市安乎町であ
まり大きくない’本のクヌギの木に5頭ほど止まっているのを確認した。

31．ミズイロオナガシジミAntigiusattilia(Bremer,1861)

登日邦明氏が、津名町大町で採集されている。各地に産すると思うが、筆者はまだ採集して
いない。
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．
畠
Ｉ 32．ミドリシジミmeOZO"yrUOtaXilO]ap｡niCUO(llUrray,1875)
筆者は洲本市安乎町で採集しており、登日邦明氏も津名町大町で採集しておられる。各地に
産するものと思われる。

33,オオミドリシジミ'av9niuoorienta,is(Murray,1875)
筆者は洲本市安乎町や津名町塩田で採集している。南淡町の大日ダムでも採集されており、
各地に産するものと思われる。
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34．ペニシジミLycaenaphlaeasdaimio(Seユもz,1909)

最普通種で､､各地に多産する。

35．クロシジミNiphandafusca(Bremer,1864)

筆者は妙見山で採集しているが、津名町志筑の明神でも採集された5己球かある。

36．ウラナミシジミLampidesboeticuB(Linnaeus,1767)

各地に普通で秋には個体数が多い。12月になっても成虫の店効力』兇られるつ

37．ヤマトシジミZizeeriamahaargia(Mdndもrユes,1857)
、

最も普通で各地に多産する。

38．シルピァシジミZizinaotisemelina(del'Ox･za,1869)

各地に産し、個体数もかなり多い。

39．ルリシジミCelastrinaargiolusladonides(del'Orza,1869)
普通種で個体数も多い。

40．ツパメシジミEveresargiadeshellotia(M4rldtribs,1857)
司

最普通種で各地に多産する。

41．ヒメシジミP1ebejusargusmicrargus(Butler,1881)

武田義明氏が、南淡町の大日ダムで19を採柴された。
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ウラギンシジミ科CURETIDAE

42．ウラギンシジミCux･etisacutaparacutadeNiCeville,19()1
各地に普通で、秋には個体数が多い。

テングチヨウ科 LIBYTHEIDAE

43．テングチヨウLibytheaceltisceltoidesFruhstorf､er,1909

各地に普通で、平地よりも山地に多い。

マダラチヨウ科DANAIDAE

44、アサギマダラParanticasitaniphonica(Moore,1883)

平地にも見られるが、山地の樹林内に多い。
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タテハチヨウ科NYMPHALIDAE

45．ウラギンスジヒヨウモンArgyronomelaodicejaPonica(Mdndtrids,

l857)

晋地利1で各地に雌する､、

46．ミドリヒヨウモンArgynnispaphiageishaHemming,1941

各地に蒋・必に兄られる‘

47．クモガタヒョウモンArgynnisanadyomenemidasButler,1866

各地に厳するか、個体数はあまり多くない。

48．メスグロヒヨウモンD《』morasaganaliane(Fruhstorfer,1907)

各地に将jmであるか、鯛体数はそれほと多くない。

49．オォゥラギンヒョゥモンFabriciananerippe(C.etR.Felder,1862)

冬地に雌するが、岐迩はあまり見かけない。

50．ツマグロヒヨウモンArgyreushyperbius(Linnaeus,1763)

各地に.雌するか、n;i"奴はあまり夢くないご

51．コミスジNeptissapphointex･mediaW．B・Pryer,1877
雌もilf･岨の師で各地に多い。

52．キタテハPolygoniac_aureum(LinnaeuS,1758)

各地にI制1である

53．ルリタテハKaniskacanaceno_japonicum(vonSiebold,1824)

各地に苫j血で個体蚊も多い。

54．キベリタテハNymphalisantiopaasoPos(Fruhstorfer,1909)

縢平'ﾘj氏の目1職己球があるが、迷蝶と思われる。

55．ヒオドシチヨウNymphalisxanthomelasjaponica(Stichel,1902)

各地に雌するが、個体数はあまり多くない。

56．ヒメアカタテハVanessacardui(Linnaeus,1758)

各地に普通で、最近個体数が多くなったように思う。

57．アカタテハVanessaindica(Herbst,1794)

各地に陸するが、個体数はあまり多くない。

58．リユウキユウムラサキHypolimnasbolinakeziaBetler,1880

1968年、藤平明氏が三原郡南淡町黒岩で16を採集された。もちろん迷蝶である。
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59．スミナガシDichorragianesimachusnesiotesFruhstOr･f､er，

19O3

武田義明氏が、南淡町円実で採集されたとのことである。三熊11lでDilfif.,Liユメ＃、あるか、

者はまだ採集していない。

60．ゴマダラチヨウHestinajaponica(C.etR.Folder,1862)

各地に産し、先山などの山地では個体数が多い。

恋

ジヤノメチヨウ科SATYRIDAE

61.PヒメウラナミジヤノメYpthimaarguBButler,1866

最も普通の種で、各地に多産する。

62．．ウラナミジヤノメYPthimamotschulskyi(BremerebGr-ey'1S53)

筆者は洲本市由良町で採集したが、個体数は少ないようである。

63．ジヤノメチヨウMinoisdryasbipunctatus(Motechulsky'1He'))

各地に普通であるが、個体数はそれほと．多くないc

64．ヒカゲチヨウIjethesicelis(Hewitson,1862)

各地に普通で個体数も多い。

65．クロヒカゲIJethediana(Butler,1866)

各地で採集されているが、個体数は多くないようである…

66．サトキマダラヒカケNeopegoschkevitschii(則ちn6tribs,1855)

各地に普通で個体数も多い。

67．ヒメジヤノメMyoalesisgotamafulg:iniaFruhstor･fer,1911
各地に喬迩である。

68．コジヤノメMycaleSisfranCiscaperdiccasHewitson,1362
各地に普通で個体数も多い。

■
１
０
６
Ｂ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｕ
ｈ
１

69．クロコノマチョウMelanitisphedimaoitensisMatsumura,1919

1971年8月武田義明氏が、洲本市相川で採集された。他に氾球はないが、定衝してい

るものと思われる。

（1972．12．2）
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